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Ⅰ．認証者たちの分析





遠隔医療通訳の現場から 

医療通訳者 

ISO コミュニティ通訳認証授与者(20200513)1 

山本 理恵 

はじめに 

2019 年 1 月 5 日，自分宛に送信したメールがパソコンに残っています．URL が一つあ

り，開くと「【2019 年 2 月 16 日(土)】Contextual Sensitivity を『見える化』する適正テス
ト」2とありました．それは梅田のグランフロント大阪で開かれるイベントを検索するうち

に偶然見つけ，受けてみようと思い残したものです．受検後２年が経過し，その「適正テス

ト」は ISO コミュニティ通訳認証に繋がると林田先生から連絡を頂いた．2 年前の受検者

にまで連絡を頂けるその律儀さに感激し，感謝していたところ，医療通訳の実務経験につい

て文章を書いてみてはとお話を頂き，さらに驚きました．ISO コミュニティ通訳の資格の認

証につきましては大阪観光大学国際交流学部教授・佐藤晶子先生にも大変お手数をかける

結果となり，コミュニティ通訳資格に基づく実績証明書や『ISO13611:2014』遵守調書など
の書類提出の締切日に何とか間に合わせることができたという経緯があっただけに授賞式

では有難い気持ちでいっぱいでした．

私は 2015年から大阪市内の通訳会社で主にテレビ電話を用いた遠隔医療通訳事業のスタ
ート時から関わり医療通訳をもっと広く使って頂けるよう、また医療通訳者の雇用機会を

高められるよう日々奮闘しています．それまでは一般企業に勤務しておりましたが，カナダ

留学し，また学生に戻りました．卒業し，帰国してからは一般企業に勤め通訳や翻訳に携わ

り，その後調剤事務の仕事を通して医療に関わりながら医療通訳のスクールに通ったり，一

般社団法人りんくう国際医療通訳翻訳協会（IMEDIATA）3の医療通訳のコースに参加した

りして医療通訳を学びました．医療通訳者としてはりんくう総合医療センターで英語の医

療通訳のボランティアとして活動させて頂き諸先輩方から多くのことを学ばせて頂くこと

からスタートしました．実際の医療現場で経験させて頂けたことは今でも大きな財産であ

り役立っています．貴重な経験をさせて頂いた南谷かおり先生(りんくう総合医療センター
国際診療科部長，IMEDIATA 理事長)4に大変感謝しております． 
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今յはこれまでの経験をಁまえ，現ࡑ携わっている遠隔医療通訳のࢻ఼から書かせてい

ただくことにしました． 

遠隔医療通訳の現場 

私のॶする会社の通訳方法は，診࣪ࡱや受にタϔレρトをき，医療者と׳者が

ಋじۯ間で会話をします．そのタϔレρトから送られてくるժやԽはコールセンター

のパソコンに送られ，通訳者はそのパソコンから通訳をします．つまり医ࢥと׳者がいる̘

ஏ఼と通訳者がいる̙ஏ఼の２ஏ఼間のテレビ電話の通訳です． 
遠隔での通訳のಝは，通訳者が「遠隔」ஏにいることとタϔレρトの「機փࡠ」

が生することです．遠隔でߨう医療通訳はචགྷな時だけ通訳をݼび出せることや༩༁や

Ϋϡンセルの手間がないこと，感ઝのৼഓがないことなどメϨρトもありますが，「遠隔」

と「機փࡠ」は通訳者とཤ用者の間にコミュニίーεϥンάϡρϕをӀきًこすགྷોにも

なりಚます．医療通訳者は，通訳内༲はもちろんのこと，そのάϡρϕを感じさせないよう

にすることにもࡋৼのқをっています．今日は遠隔医療通訳ならではの部分にߞって

書いていきたいと思います．

Ծىにテレビ電話を用いた「遠隔」ならではのಝを͝ڏました． 

・ժからのๅがસてになる．

Ӆ内通訳のようにଶ合࣪で׳者と一ॻにଶつ時間はΆとんどなく，事前ๅがないまま

通訳時だけժでاを合わせることがΆとんどです．ある時，医ࢥとঃがժにӫり会話

が࢟まり，までそのঃが׳者だと思いয়について通訳していましたが，実は׳者は

そのঃの子ڛだったことが分かりました．診療科がঘࣉ科だと分かればす͛に見がつ

くのですが，そういったๅがない場合，会話の内༲から気づき，で֮認・र正をした

り，場合によれば，࠹ॵに֮認をしたりします． 

・通信がつながってす͛に通訳にる場合がある．

ある時，す͛に通訳を࢟め，医療通訳のݬଉ通り一人সで通訳をしていたところ，׳者か

ら「あなたが医ࢥなのですか」とซかれたことがあります．それҐཔ，࠹ఁݸ「私は通訳者

です」と立場を明らかにするようにしています．一ౕでもそのような経験があれば࣏յから

र正しますが，ॵめて遠隔で通訳する場合はいくら OJT( On the Job Training)でซいてい
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たとしても࠹ॵから気づくのは難しいと思います． 

・Ϝイクを通して間ંదにԽをける．

Ϝイクを通して間ંదにԽをఽえますので，クϨアにఽわるようઋྒྷく話すことや,
もචいやݥを使わないような気ܙなのか明ྐなจらわしいྲྀܙなのか൳ఈܧఈߢ

གྷです．ある時，「何か変わったことはありますか.」という࣯にଲして「ありません 」と
通訳するところが，どうしても「ありますん．」とซこえてしまう通訳者がいました．「あり

ます」なのか，「ありません」なのか分かり難くなると思い，その࣏からは「ないです 」と
 ．うように提Ҍしましたݶ

・Խだけでは分かりづらい場合がある．

໌前のಣみ方をカタカナにするචགྷがあるときやスϘルを教えてもらう場，Խだ

けでは間ҩうՆが出てきます．そんなときはοϡρト機をཤ用し，文࣊で֮認をとる

こともあります． 

・通訳者のबҕのԽが診療の͝にならないようにする．

ྭえばԽഀ検ࠬでは医療者はԽをซきますので，通訳者のϜイクが通訳者のबҕのԽ

をलって診療の͝にならないようϜイクをΨフにします．これはԽഀ検ࠬについて

調΄ているときに੫かにしていることが大切だと気づいたからです． 
「機փࡠ」は医療者ଈも通訳者ଈもރう఼です．電ݱをれժのҌ内にԌって؈ୱに

通訳者にંକできるようになっていますが，何かの理༟で通信に্ࢩが出る場合があり，

あらかじめଲॴ方法をߡえておくචགྷがあります． 

Ծىは「機փࡠ」でًこりಚる場です． 

・信者のϜイクがΨフになり通訳者にԽがかない場合．

ժに「Խがซこえません」とか「ʕʕを֮͟認頂けないでしΒうか」のනࣖๅを

用қしておき，カメラに文࣊をӫし出すこともあります． 

・Ϝイクの調子はྒྷいけれどもժがӫらない場合．

Խだけで通訳をせ͡るをಚないこともありますし，あらためてંକいただくこともあ

ります．通訳者のϖρχセρトのϜイクのスイροが何かのധ子にΨフになって先方にซ
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こえない場合もありますので，何かًこったらϖρχセρトやパソコンのઅఈのどこをο

Υρクする΄きなのかஎっておくචགྷがあります． 

・機փࡠが分からない場合．

通訳がश྅して，通信の切り方が分からないというݶわれる場合もよくあります．通訳者

はそこでもࡠ方法のઈ明をしてཤ用者がスϞーθに使えるようҌ内します． 
ىのようなこともًこりますので，য়ڱにԢじてྡ機Ԣ変にଲԢできるように६ඍし

ておくことが大切です． 
ఈのςールを用いて通訳する場合ࢨ，ではいくつものϨϠート会٠のςールがありۛ࠹

もあります．機փࡠがスϞーθにできることはスϞーθな通訳につながり，通訳者が通訳

にॄできることにもつながります．機փࡠで時間がかかりଶたせてしまうと໐をか

けたり，҈にさせてしまったり，通信ྋやそのଠྋۜにӪڻがあるかもしれませんので大

切なことです． 

ىのように通訳者が「遠隔」ஏにいることと「機փࡠ」があることでコミュニίーε

ϥンάϡρϕが生じる部分はありますが，実務を通して経験を重ることでດめられるこ

とも多いです． 
日々૮手のかれているয়ڱをߡえ，ྙもಉかせて通訳者がどのように৾るう΄

きかसಚするචགྷがあると思います．ྙをಉかせるためには実際の医療の現場をஎっ

ていることがචਤになると思います．ಝに今յのコロナՔ，感ઝ有事ԾにおいてΨンライ

ン通信がՆܿとなり，ஏوځໝでコロナՔ後も日化することがٽめられているয়ڱに

ありますので，今後は一遠隔医療通訳のόΤύΤをみ重医療通訳者સରでڠ有でき

たら遠隔医療通訳はさらに使いやすいものになると思います．

 後に࠹

ಆでਅし͝ました梅田のグランフロント大阪での「Contextual Sensitivity を『見える
化』する適正テスト」は，私事ではありますが，時ຕが子ٸがんにかかってしまい，いろ

いろと調΄ているで見つけたものです．ಋビルでߨわれたがんのしい࣑療のセミナー

も୵して何かできることはないかと調΄ていましたがعに手ஙれでした．それが͟ԓで

ISO コミュニティ通訳の資格が頂けたことはこれまでお話になった先生方の͟協ྙのお
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ӆであり，実務経験のછかった私を受けれてくださった現ࡑの通訳会社のおӆであり，ۯ

から見ているຕからのଅりでもあるような気がしています．これからも大切にしていき

ます．本にありがとう͟͡いました． 

（౦ߚ日ʁ2021 年 8 月 25 日） 

（受理日ʁ2021 年 9 月 3 日） 

1 https://www.tourism.ac.jp/news/cat1/8428.html (࠹शԀལ日ʁ2021 年 8 月 25 日) 
2 https://www.osaka-u.ac.jp/ja/news/seminar/2019/02/8032 (࠹शԀལ日ʁ2021 年 8 月 25 日) 
3 http://www.osakavol.org/02/partner/imediata.html (࠹शԀལ日ʁ2021 年 8 月 25 日) 

http://imediata.blog49.fc2.com/blog-entry-6.html (࠹शԀལ日ʁ2021 年 8 月 25 日) 
https://style.nikkei.com/article/DGXDZO45790840V00C12A9NNSP01?page=2 
https://sakuyakai.net/2015/ (࠹शԀལ日ʁ2021 年 8 月 25 日) 

4 ൶ঃ自ਐ ISO コミュニティ通訳認証授与者(20210513)の一ߺである． 
https://www.tourism.ac.jp/news/cat1/8110.html (࠹शԀལ日ʁ2021 年 8 月 25 日) 
https://ir.library.osaka-
u.ac.jp/repo/ouka/all/81439/?lang=0&mode=0&opkey=R163061411043934&idx=1&codeno= 

शԀལ日ʁ2021࠹) 年 8 月 25 日) 
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